無線通信要領の一例

　◎　基本的な心得

　　・　送信する前に、伝える内容を整理してから、プレストークスイッチを押す。

· 他機の送信を邪魔しない。

ｅｘ；フライトサービス：ＨＣ、ポジション・高度は？

　　　　　　　　ＨＣ：石山、３，０００ｆｔ　

　　　　　　本事例の場合では、ＨＣの送信が終わるまでは自分は送信してはならない。

· ヒヤリングをシッカリして、状況を確認してから送信

　　・　送信内容は簡潔に！（会話調はダメ、丁寧語は不要）　　

　　・　自機の状況（意志）を他に伝える（心配される前に）

· 航空法では３０分に一度、位置通報

· 自機に状況の変化があったら通報

　　・　呼び出されたら、速やかに反応する！

　　　　　ｅｘ；フライトサービス：Ｒ５，フライトサービス、状況は？

　　　　　　　　Ｒ５：　・・・・・・（どう答えるか、思考中）

　　　　　　本事例の場合は、先ず返事する（こちらＲ５、スタンバイ）、内容がまとまったら、改めて状況を通報する。

　　　　　　速やかな応答がないと、フライトサービスの再度の呼出しと、Ｒ５の遅れた返事で、ダブルコンタクトとなって通じない。　

　◎　離着陸時

　　・　離陸準備が完了したら、曳航機に自分の意志を伝える。　

　　　　　ｅｘ１；ＧＬ：ＲＯ，ＨＣ，２，０００ｆｔ離脱

　　　　　　　　　ＲＯ：了解
　　　　　ｅｘ２；ソアリングしたい場合

　　　　　　　　　ＧＬ：ＲＯ，ＴＤ、ソアリング、西の山３，０００ｆｔ、雲の下

　　　　　　　　　ＲＯ：了解

　　・　ダウンウインドに入ったら、フライトサービスに着陸を要求

　　　　　ｅｘ；ＧＬ：フライトサービス、ＨＣ、レフト（ライト）ダウンウインド
　　　　　　　　フライトサービス：了解、グラス（センター、ウインチレーン）

◎　ウエーブエリヤで飛行する場合

· 離脱したら；　離脱高度、距離、ウエーブコンタクトの有無を通報

· ウエーブエリヤから離脱する場合には、その旨を通報

　◎　山のエリヤでソアリングする場合

· ソアリング中は、原則３０分に１回、状況（位置、高度、上がり下がり）を通報

· 他機のサーマルに合流する場合は、当該機に「合流する旨」を通報

　　・　エリヤから離脱する場合には、その旨を通報

　◎　平野部でソアリングする場合

　　・　ソアリング中は、原則３０分に１回、状況（位置、高度、上がり下がり）を通報

　　・　他機のサーマルに合流する場合は、当該機に「合流する旨」を通報

　◎　多数機が飛行していて、着陸機が混雑しそうな場合、フライトサービスから通報高度を指定された場合

　　・　自機がその高度付近に達したら、自機の状況と意志を通報

　　　　　ｅｘ；ＧＬ：フライトサービス、Ｇ５、シントツ上空、１５００、

　　　　　　　　　　　ゼロ、粘ってます。

　　　　　　　　

　

